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これからの活躍を期待して 
 

近年、情報通信技術の著しい進歩にともない、私たちは世界各地の情報を容易に

得ることができ、世界を身近に感じることができるようになりました。 

地方自治体や民間団体はもちろん、個人においても、外国の人々との交流が図ら

れ、異文化への理解を深める機会が増えています。また、訪日外国人が飛躍的に増

加しており、加古川市内でも外国人を目にする機会が増えてまいりました。 

このような状況において、加古川市では、昭和４８年、ブラジル・マリンガ市と

の姉妹都市提携を契機に、「地域に根ざした国際交流」を目ざして、青少年の海外

相互派遣をはじめ、在住外国人との交流など各種の事業を実施しています。 

加古川市青年海外派遣事業は、姉妹都市等での交流を通じて国際的視野を持ち、

国際親善に貢献できる行動力のある国際人を育成することを目的として実施して

おり、平成４年に第１回目の派遣団をブラジル・マリンガ市に派遣して以来、毎年

欠かすことなく派遣を続けています。２６回目の派遣となる今回も３名の青年を派

遣し、相互理解や友好親善を深めてまいりました。 

この度の派遣では、加古川名物の「かつめし」普及啓発を目的として、「うまい

でぇ！加古川かつめしの会」から副会長が派遣団に同行され、マリンガ市の方々に

調理方法やタレの作り方をお伝えし、現地で開催された日本文化祭では好評を博し

ました。派遣生たちは、マリンガ市民の心からの歓迎に触れ、言語を超えた人との

繋がりの大切さを改めて感じるとともに、食文化の交流を通してふるさと加古川へ

の愛着を深めることができたと思います。今回の派遣を機に、派遣生たちが地域社

会、さらには国際社会の一員であることを認識し、国際人として活躍されることを

大いに期待しています。 

結びになりますが、この青年海外派遣にあたってご理解、ご協力を賜りました関

係機関の皆様に厚くお礼申しあげます。 

平成２９年１２月 

加古川市長 岡 田 康 裕 
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団長            引率 

白水 伸英             森田 英樹 

加古川市副市長                （公財）加古川市国際交流協会事務局次長 

NOBUHIDE SHIRAMIZU                 HIDEKI MORITA          

 

岡田  朋 

TOMO OKADA  
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｢うまいでぇ！加古川かつめしの会｣より同行 

杉本 洋一 

YOICHI SUGUIMOTO  
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加古川市青年海外派遣団日程表 

月日(曜) 場 所 交通機関 行  程 宿 泊 

平成 29年 
8 月 15日 
（火） 

加古川発 
関西空港 (KIX) 

市バス 
EK317 

 

機中泊 

8 月 16日 
（水） 

ドバイ着(DXB) 
ドバイ発(DXB) 
サンパウロ着(GRU) 

 
EK261 
専用車 

 
 

 
 

サンパウロ泊 

8 月 17日 
（木） 

サンパウロ発(CGH) 
マリンガ着(MGF) 

専用車 
G3-1154 

サンパウロ市内見学(日本移民史料
館、東洋人街など) 
 
歓迎夕食会 

 
 

ホームステイ 

8 月 18日 
（金） 

マリンガ  

加古川・マリンガ外国語センター訪問 
マリンガ空港拡張記念式典出席 
ウニセズマール大学訪問 
マリンガ市役所表敬訪問 
マリンガ市議会表敬訪問 

 
 
 

ホームステイ 

8 月 19日 
（土） 

マリンガ  
日本庭園見学 
パラナ老人福祉和順会訪問 
 

 
ホームステイ 

8 月 20日 
（日） 

マリンガ  
ホストファミリーとのプログラム 
かつめし試食会出席 
お別れ夕食会 

 
ホームステイ 

8 月 21日 
（月） 

マリンガ発(MGF) 
サンパウロ着(GRU) 
サンパウロ発(GRU) 
イグアス着(IGU) 

G3-1111 
 

G3-1170 
専用車 

 

 

 

イグアスの滝(ブラジル側)見学 

 
 
 

イグアス泊 

8 月 22日 
（火） 

イグアス発(IGU) 
リオデジャネイロ着(GIG) 

専用車 
JJ3624 
専用車 

イグアスの滝(アルゼンチン側)見学 
 
 

 

リオデジャネ
イロ泊 

8 月 23日 
(水) 

リオデジャネイロ 専用車 
リオデジャネイロ市内見学 
(コルコバードの丘、砂糖パンの丘な
ど) 機中泊 

8 月 24日 
(木) 

リオデジャネイロ発(GIG)  
ドバイ着(DXB) 

EK248 
 

 
 

 

ドバイ泊 

8 月 25日 
(金) 

ドバイ 専用車 
ドバイ市内見学 
(ジュメイラモスク、ドバイ博物館な
ど) 機中泊 

8 月 26日 
(土) 

ドバイ発(DXB) 
関西空港着(KIX) 
加古川着 

EK316 
 

市バス 

 
入国手続き 
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事前研修 

 選考会で選ばれた３名の派遣生は、加古川市代表としての認識を深めるとともに、マリン

ガ市やブラジルの歴史・文化の理解を目的として、４回の事前研修を受講しました。 

昨年度の派遣生を招いての座談会では、マリンガ市での歓迎行事やホームステイなどにつ

いてアドバイスを受けました。また、ポルトガル語研修では、第１回青年海外派遣生である

胡重尚子氏を招いて、あいさつや派遣中によく使う言葉など、ポルトガル語の基礎を学習し

ました。 

マリンガ市のお別れ夕食会の席では、交歓プログラムとして「PPAP」のダンスと「One Love」

の合唱披露を団員で決定し、事前研修の合間に練習を行いました。 

  

事前研修日程 

実施日 内 容 場 所 

第１回 7月 1日（土） 

オリエンテーション 

自己紹介 

昨年度の派遣生との座談会 

加古川市国際交流センター 

第２回 7月 15日（土） 

加古川市の国際交流(講義) 

ポルトガル語研修 

訪問地研究発表 

交歓プログラムの決定 

加古川市国際交流センター 

第３回 7月 29日（土） 

ブラジル移民の歴史 

自己研修テーマ発表 

交歓プログラムの練習 

海外移住と文化の交流センター

（神戸市中央区） 

第４回 8月 5日（土） 結団式 加古川市国際交流センター 

 

 

 

 

 

 

 
事前研修風景 

 

結団式の様子 
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結団式 

８月５日（土）国際交流センターにて、結団式を実施しました。加古川市長や市議会議長

から激励の言葉をいただき、市を代表して派遣されることへの責任を改めて感じました。ま

た国際ソロプチミスト加古川から、現地で使用するショルダーバックの寄贈を受けました。

最後に「健康と安全に留意して派遣研修に行ってきます。」と、藤原さんが派遣団を代表し

て誓いの言葉を述べました。 

 

 

 

 

 

 

事後研修 

 ９月２４日（日）国際交流センターにて、事後研修を実施しました。現地での経験を今後

どのように活かしたいかなど、意見を交換しました。「姉妹都市であるマリンガ市の受け入

れに感激した。また、加古川市への興味も深まった。」「今後も加古川市の国際交流について、

できることがあれば協力したい。」「当初は不安であったが、実際に訪れたことでブラジルの

イメージが一変した。ぜひもう一度訪れたい。」と語るとともに、「この派遣に参加すること

により、多くのことを学ぶことができた。今後もより多くの青年に経験してもらいたい。そ

のためにもこの事業のＰＲをもっと活発にすべき。」と将来の本事業への期待を寄せました。 

 

 

結団式に臨む派遣生 

 

 
派遣生 誓いの言葉 

 

 

帰国式 
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ブラジル滞在を通じて 

                            岡田 朋 

「行ってみーひん？ブラジル。」 

 仕事から帰宅し、部屋でくつろいでいる

時に、父から１本の電話がかかってきまし

た。 

「いつ？」「８月。」「何日間？」「１２日間。」 

それまで海外に行ったのは大学の卒業旅

行ぐらいでした。特別海外に興味があると

いう訳ではなかったですし、むしろ私の人

生において、海外というものはこれまでも

これからも、旅行で短期間行く程度のもの

で良いと思っていました。 

しかしながら、「これからはグローバルな

人材が世間で当たり前に必要とされるから、 

海外は若いうちに行って沢山の刺激を受け

て学ぶべき。」という義務も感じます。考え

あぐねた末、「ふーん、せっかくやし行こう

かなー。有給も余ってるし。」と返事をしま

した。 

お恥ずかしいながら、これが青年海外派

遣への参加のきっかけです。事前研修に参

加するなかで、ポルトガル語、ブラジル移

民の歴史、マリンガ市と加古川市の関係等

を学習しました。学ぶ前は、海外というフィ

ルターをかけて勝手にイメージしていたの

ですが、日本との違いを知っていくと、奥

が深くて面白い。そう感じ始めてからブラ

ジルに行くのが日に日に楽しみになってい

きました。 

８月１５日に日本を出国。約２４時間の

フライトの末、サンパウロ空港に到着、そ

のままホテルに向かうため専用車に乗車し

ました。その移動中、サンパウロのガイド

さんがいくつかブラジルでの禁止事項を教

えて下さいます。「ＯＫサインは親指を立て

てください。親指と人差し指で円を作るサ

インは相手に失礼に当たるので、しないよ

うに。」「『待って』は言わないで下さい。

ポルトガル語では『殺せ』という意味なの

で、大声で叫ぶと危険です。」「何か尋ねら

れてもニコニコしないで下さい。笑顔は承

諾の意味なので、犯罪に巻き込まれる可能

性があります。」そういえば、事前研修で

の講義の中でも、「一度、自分の手から離

れた荷物は他人のものと見なされるため、

絶対に手放さないように！」「決して一人

だけで路地には入らないように。」等々の

話を思い出します。そのような情報は、ブ

 

 

ホストファミリーと 

 

ホストファミリーと 
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ラジルに対する私の印象を、「恐ろしい国」

に変えていきました。無事に帰国すること

ができるのだろうか。人生経験として来た

のに、ここで人生を終えることになってし

まうのだろうか、など心配性な私の性格に

より思考が飛躍し、楽しみだった気持ちが

一気に不安に変化していきました。 

サンパウロ市内を一日見学した後、今回

の派遣研修のメインとなるマリンガ市へ移

動しました。そこで４日間お世話になるホ

ストファミリーに出会いました。１９歳と

２３歳の姉妹のいる、四人家族です。ポル

トガル語と英語を話せる家族だったため、

日常会話は英語で行いました。マリンガで

の滞在で一番心に残ったことは、愛と優し

さに溢れた人が多いということです。挨拶

をする時は恋人同士でなくともハグをし、

頻繁に家族間でホームパーティーが開催さ

れ、通行人にも友達と接する感覚でお話を

する。この光景を目にして、ブラジルは「恐

い国」という印象は消えていきました。自

分の偏った思考と他人からの情報のみで、

恐いと決めつけていたことに恥ずかしさを

覚えた瞬間でした。日本よりも犯罪件数が

多いことは事実ですが、日本よりも人を大

切にする文化を持っています。どこの国や

人にも、良い面・悪い面があるから、きち

んとコミュニケーションをとり、実際に自

分の目で見て確認することが大切であるこ

とを感じました。滞在が長くなり、多くの

人と触れ合うにつれ、ブラジルの印象は非

常に良いものに変わっていきました。 

今回の派遣研修で学べた大きなことは相

互理解には実際に自分の目で見て、体験し、

コミュニケーションをとっていくことが大

切だということです。このことにより、偏っ

た思考を拭い去り、相互理解が実現すると

感じました。また、そのなかで知った自国

と異なる部分は、拒否するのではなく、受

け入れ、認め、尊重することで、より多く

の国同士が調和できるのではと考えます。

それはもちろん、個人間でのコミュニケー

ションでも大切なことです。金子みすゞも

言うように、「みんなちがって、みんないい」

ところがあります。きちんとコミュニケー

ションをとり、お互いを受け入れることが

できれば、円滑な人間関係を築けるのだと

思います。そして国家は人の集合体です。

より多くの人が交流を深め、違いを理解し

受け入れることができれば、世界からは争

いが無くなるのではないでしょうか。 

この加古川市青年海外派遣団への参加に

より、以前とは異なった考え方を得ること

ができました。最後に、この行事で関わっ

た全ての人に心から感謝申し上げます。そ

してこの行事が今後も、青年に人生を考え

る・価値観を変化させるきっかけを与える

行事、加古川市とマリンガ市の文化交流と

発展の支えになる行事として続いていくこ

とを、心よりお祈り申し上げます。 

 

お別れ夕食会にて 
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ブラジル・マリンガでの体験 

藤原 裕平 

 

 姉妹都市という存在を知ったのは１５年

以上前に遡りますが、加古川市の姉妹都市

にはどのような人々がどのように暮らして

いるのかという興味は持ち続けていました。

本派遣のことを偶然知り、「この機会を逃す

とこれから生涯ブラジルへ行くことはない」

と考え、応募を決意しました。 

 日本の反対側に位置するブラジルは、距

離こそ離れていますが、日本との結びつき

は強いです。それは、戦前より移民船によ

りブラジルへ移住した多くの人々、またそ

の子孫である日系ブラジル人が、ブラジル

の発展に尽くした理由に他ならないからと

事前研修にて学びました彼／彼女らの多大

な努力・苦労があり、現在の良好な関係が

あると言えます。 

さて、ブラジルでは複数の都市を訪問し

ましたが、多くの方々とふれ合うことがで

きたマリンガでの滞在が最も強く印象に

残っています。そこで出会った多くの方々

に熱い歓迎を受け、感動しました。それも、

移民でブラジルヘ渡った日本人とその子孫

である日系人、姉妹都市協定にご尽力され

た方々、これまでの加古川－マリンガ間の

派遣団等のご活躍があったからこそだと思

い、感慨深いものがあります。 

マリンガでの滞在中は日系人の藤原ウゴ

さん、マウラさんご夫妻宅にホームステイ

させていただきお世話になりました。日本

では別段珍しい出来事ではないのですが、

まさかブラジルで自分と同じ名字の方と会

うとは考えておらず、大変驚きました。二

人とも日本語を話すことができ、コミュニ

ケーションには全く苦労しませんでした。 

ウゴさんはマリンガの市役所や劇場等を

設計した建築士であり、行く先々で知り合

いと会い、私を紹介して下さいました。ご

自宅も設計されており、特に屋根瓦は素材

そのものの色（即ちブラジルの至る所で見

かける赤土の色）ではなく、１枚ずつ綺麗

に着色された瓦を使用した、と拘りのポイ

ントを伺いました。また、マリンガや次に

向かうイグアスの天気を細かくチェックさ

れており、我々の事を常に気にされていま

 

ホストファミリーと 

 

バカリャウ（鱈）パーティーにて 
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した。マウラさんにはショッピングで買い

たいものがあると伝えると、どこで売って

いるか調べ、１００km以上離れたロンド

リーナまで車で連れて行って下さいました。

食事が私の口に合うか、体調はどうか等、

常に私に気を配って下さり本当に感謝して

います。余談ではありますが、ブラジルで

はシュラスコ、パステウ、バカリャウ、フェ

イジョアーダ、ポンデケージョ等の料理を

いただき、どれも非常に美味しかったです。 

マリンガではホームステイプログラムの

他にも、空港拡張の調印式、市役所、市議

会、加古川・マリンガ外国語センター、ウ

ニセズマール大学、日本庭園、パラナ老人

福祉和順会への表敬訪問／視察を行い、マ

リンガについて学ぶとともに、交流を通し

て加古川－マリンガ間の友情を深めること

ができました。今、私がすぐにできること

と言えば、ブラジルの自然の雄大さ、移民

の歴史、マリンガで出会った人々の温かさ

等、素晴らしい経験を周囲に伝えることで

す。今後の交流で、マリンガからの派遣団

が来日する時は、是非何か協力できればと

考えています。 

私は現在、ハリマ化成に勤務しています。

ブラジルにもハリマ化成グループの工場が

あり、初めての海外進出先でもあります。

ポンタグロッサにパラナ工場が、サンパウ

ロにサンパウロ事務所があります。ポンタ

グロッサはマリンガと同じパラナ州に位置

するものの、距離が遠く残念ながら行くこ

とは叶いませんでした。しかし、私の紹介

をするときに工場がポンタグロッサにある

ということで、より多くの人々に関心を

持って貰うことができました。ブラジルで

はユーカリの木の他に時折、特異な形状を

した木が散見されました。パラナ松という

名前で、伐採により数を減らしており、現

在は絶滅危惧種に認定されているそうです。

弊社加古川製造所内にもパラナ松が２本植

えられており、今、改めて見てみると、ブ

ラジルでの景色が蘇ってきます。 

最後に、現地ではホストファミリー、植

田様ご夫妻をはじめ、非常に多くの方々に

お世話になりました。また、加古川市国際

交流協会の皆様、快く送り出して頂いた会

社の皆様が居たからこそ、貴重な一生忘れ

られない体験ができました。心より感謝申

し上げます。 

 

マリンガ日本庭園にて 

 

パラナ松 



 

１０ 

 

～日本の裏側で感じたこと～ 

                              松谷 友理惠 

 

私は、母の友人からの勧めがきっかけで、

第２６回加古川市海外青年派遣団に応募

しました。海外にはとても興味があり、異

世界に触れることが私にとって刺激的で

した。 

マリンガ市でのホームステイでは、日系

のホストファミリーと４泊５日の時間を

共に過ごしました。私のホームスティ中に

ちょうど三男の９歳の誕生日が重なって

おり、夕方から家で誕生日パーティーが開

催され、ホストファミリーの親戚たちや、

三男のクラスメイトが集まりました。 

特に印象的だったのは、ホストファミ

リーの親戚の方々が、とても私に興味を

持ってくれたことです。日系二世の方も中

にはいらっしゃって、日本語でお話をして

下さいました。日本人の私が来たことをと

ても歓迎してくださり、日本にいらっしゃ

る家族のことを紹介していただき、日本が

遠くて帰れないから代わりに連絡して欲し

いなど、今のお気持ちを聞くことができま

した。やはり、長年日本を離れると少し恋

しくなるのかな、と感じました。 

９歳のクラスメイトのお友達たちはとて

も可愛くて、みんなの元気な姿に癒されま

した。言葉は通じないけど、触れ合うこと

で楽しい時間を共有することができました。 

サンパウロの日本移民史料館では、移民

についての歴史を学びました。事前に日本

で「ハルとナツ」のＤＶＤ鑑賞や神戸市の

海外移住と文化の交流センターでの学びも

あり、理解が深まりました。ブラジルで尽

力した日本人の方々の歩みを知ったことで、

さらに日本人の辛抱強さや賢さを感じるこ

とができました。派遣団に参加していなけ

れば、移民について学ぶこともなかったの

で、大変興味が広がりました。 

ブラジル全体の街や人について感じたこ

とがあります。まず、スラム街の存在を知

りました。ブラジルのリオデジャネイロに

到着したのは深夜だったので、ホテルまで

 

ホストファミリーと 

 

パラナ老人福祉和順会を訪問 



 

１１ 

 

の移動は夜景を眺めながらでした。海と山

が両方共見え、夜景がとても綺麗でした。

その中でひときわ綺麗な部分がスラム街だ

とガイドさんから教えていただきました。

スラム街は人口密度が高く、一つ一つの家

も小さく、また密集していることから、夜

になると輝いているように見えます。実際

にスラム街は見に行けませんでしたが、貧

富の差が大変大きいことを知り、もっと歴

史を勉強したいと思いました。また、観光

地で登ったコルコバードのキリスト像やポ

ン・ジ・アスーカルからもスラム街は多く

見られました。 

次にブラジル人についてです。ブラジル

人は陽気な人が多いと聞いていましたが、

まさにその通りでした。ブラジル人タイム

と言われるものもあり、いい意味で時間に、

そこまで縛られていない文化でした。ブラ

ジルは移民の国ということで、様々な人種

が存在しており、本当に誰もが受け入れら

れる国ということを肌で実感しました。 

イグアスの滝は圧巻でした。ブラジル側

とアルゼンチン側からの両方からの景色を

体験しましたが、本当に地球はすごいと感

じました。イグアスの滝の由来は、大きな

火山の噴火の後に豪雨が降ったため、急激

な冷却で、大きな滝ができたと話していま

した。イグアスの滝は、飛行機の離陸時に

空港上空から見えましたが、ほんとに急に

イグアスの滝が森の中に出現しています。

森の中に急に現れるイグアス滝はとても神

秘的でした。８月は川の水量が少ないシー

ズンと聞いていましたが、それでもかなり

の水量と、迫力でした。アルゼンチン側か

らのイグアスの滝は、全身びしょ濡れにな

りながらの見学でした。距離が近い分、水

しぶきもすごかったのですが、それ以上に

水量に驚きました。毎秒６５，０００トン

もの水量が流れており、これは世界最大の

水量だそうです。 

今回この派遣団に参加したことで、本当

に様々な経験をさせていただきました。ま

ず初めに親をはじめ、参加も機会を与えて

くださった方々や派遣団のメンバー、事前

研修でお世話になった方々に感謝の気持

ちを伝えたいです。また、今後も派遣団で

の経験を生かして、国際的な視点を忘れず

に、学びを深めていきたいです。ありがと

うございました。 

 

 

 

マリンガ市内にて 

 

マリンガ市内にて 



 

１２ 

 

かつめしブラジル普及活動報告 

 うまいでぇ！加古川かつめしの会 杉本 洋一 

思いもよらぬ突然のブラジル行きの依頼。

その使命は、加古川の「かつめし」の味と

調理法を現地のコックさんへ指導すること

です。加古川市長から「かつめし大使」の

委嘱も受け、大任を拝してのブラジル行き

となりました。 

ブラジルには８月１６日の夜に到着。２

日目は、サンパウロ市内の東洋人街と日本

移民史料館の見学後、白水副市長の同行で

ニッケイ新聞（ブラジル最大の日本語新聞）

を訪問し、深沢編集長と高木氏の取材を受

けました。掲載された記事内容については、

後に長谷川日伯協会副理事長（ハリマ化成

㈱社長）からのメールで知ることになりま

す。 

午後に飛行機にてマリンガ市に移動。歓

迎レセプションはＡＣＥＭＡ（アセマ）会

館で行われました。ステージ上では、ポル

トガル語ののぼりを立て、かつめしの食品

サンプルを手に、加古川からやってきた「か

つめし大使」として紹介をされました。 

食品サンプルは、ブラジルでは大変珍し

いようで、何人もの方たちに一緒に記念撮

影をせがまれました。歓迎レセプションの

会場は、９月２日から開催される日本文化

祭の前夜祭も兼ねており、出席者は４００

名を超える規模でした。ちなみに日本文化

祭は、９月２日から１０日まで開催される、

入場者が例年約１０万人超という大イベン

トであるとのことです。 

ブラジル３日目は、午後からレストラン

「アジア」で３名のコックさんとかつめし

のタレを試作しました。現地で調達したデ

ミグラス粉末ソースの香辛料がキツ過ぎた

り、ケチャップが甘すぎたりとなかなか上

 

 

歓迎夕食会にて 

 

 

 

かつめしサンプルと記念撮影 

 

かつめし作り講習会 



 

１３ 

 

手くいかず、４回もの失敗を重ねました。

レストランの開店時間も近づいてきたため、

調理場所を植田真一氏（マリンガ国際交流

協会会長）宅へ移し、更に試行錯誤の結果、

タレの基となる、焼いた牛骨と野菜を煮込

んだスープが深夜に完成しました。 

ブラジル４日目。早朝よりかつめし作り

講習が行われるＡＣＥＭＡ会館で、植田氏

の奥様（香代子氏）と共に前日作ったスー

プを用いて納得するタレが出来上がりまし

た。かつめし作り講習に参加された女性３

２名と地元ＴＶ局員２社４名にかつめしの

レシピを配布し、作り方を説明した後、試

食を兼ねて昼食。大好評でした。共に苦労

した植田香代子氏と握手で喜びを分かち合

いました。（香代子氏は、９月２日からの日

本文化祭のかつめし提供に際し、中心にな

る方です。） 

ブラジル５日目。レストラン「アジア」

でマルコス料理長と完成したタレを使って

かつめしを調理。マリンガ商工会議所主催

のかつめし試食会では、副市長、会議所会

頭をはじめ２５名の出席者に大好評を得ま

した。 

帰国後、レストラン「アジア」で加古川

かつめしがメニューに追加されたことや、

日本文化祭ではかつめしが大変好評だった

等のメールをマリンガ市の皆様からいただ

きました。苦労した甲斐があり、自分なり

に使命を果たせたと今、安堵しているとこ

ろです。 

 

※持参したもの（記載の物品については、

現地に進呈。） 

◎かつめし食品サンプル（ハリマ化成㈱ 

長谷川社長より贈呈）２個◎パンフレット

（ポルトガル語）１００部◎のぼり「ポル

トガル語」２０枚◎のぼり「加古川かつめ

し」５枚◎加古川かつめしの箸１００膳◎

ＤＶＤ（調理の実写 ポルトガル語翻訳スー

パー付）３枚◎缶バッチ １００個◎加古川

かつめしＴシャツ ＬＬ ２枚、Ｌ ３枚、Ｍ 

２枚 

 

 

かつめし作り講習会 

 

かつめし試食会 
 

かつめし試食会 



 

１４ 

 

派遣研修の記録 

 

第１日目 平成２９年８月１５日（火） 

 

18：30加古川市国際交流協会に集合 

18：45出発式 

市バスにて関西国際空港へ 

23：45関西国際空港（KIX）出発（EK317） 

 

 関西国際空港 

第２日目 平成２９年８月１６日（水） 

 

04：50ドバイ空港到着、乗り継ぎ 

08：35ドバイ空港（DXB）出発（EK261） 

16：30サンパウロ空港（GRU）到着 

19：30ホテル到着（ﾌﾞﾙｰﾂﾘｰ ﾌﾟﾚﾐｱﾑ ﾊﾟｳﾘｽﾀ） 

 
 ドバイ空港 

  
サンパウロ空港にて サンパウロのシュハスカリア 



 

１５ 

 

第３日目 平成２９年８月１７日（木） 

 

サンパウロ市内見学 

・リベルタージ東洋人街 

・日本移民史料館 

・市立公設市場 

※ブラジルパラリンピック委員との会議(団長) 

16：20サンパウロ空港(CGH)出発（G3-1154） 

17：40マリンガ空港（MGF）到着 

20：00歓迎夕食会 

各ホームステイ先で宿泊 

 

  
サンパウロ 日本移民史料館 マリンガ空港到着 

  
歓迎夕食会 歓迎夕食会 

マリンガ 



 

１６ 

 

第４日目 平成２９年８月１８日（金） 

 

 ※かつめしのタレ調製(杉本氏） 

（AM）加古川・マリンガ外国語センター訪問 

マリンガ空港拡張記念式典への参加 

（PM）ウニセズマール大学訪問 

マリンガ市役所表敬訪問 

マリンガ市議会表敬訪問 

各ホームステイ先で宿泊 

 
 加古川・マリンガ外国語センター 

  
加古川大通り（アベニータ カコガワ） ウニセズマール大学 

  
マリンガ市長表敬訪問 マリンガ市議会表敬訪問 



 

１７ 

 

第５日目 平成２９年８月１９日（土） 

 

※かつめし講習会（杉本氏） 

（AM）日本庭園訪問 

パラナ老人福祉和順会訪問 

（PM）ホストファミリーとのプログラム 

各ホームステイ先で宿泊 

 
 マリンガ日本庭園 

第６日目 平成２９年８月２０日（日） 

 

※かつめし試食会（杉本氏) 

（終日）ホストファミリーとのプログラム 

19：30お別れ夕食会 

各ホームステイ先で宿泊 

 
 かつめし試食会 

  
お別れ夕食会での青年アトラクション お別れ夕食会 



 

１８ 

 

第７日目 平成２９年８月２１日（月） 

 

05：35マリンガ空港（MGF）出発（G3-1111） 

07：05サンパウロ空港（GRU）到着 乗り継ぎ 

11：45サンパウロ空港出発（G3-1170） 

13：30イグアス空港（IGU）到着 

イグアスの滝（ブラジル側）見学 

ホテル到着（ヴィアーレ タワーホテル） 

 
 イグアスにて 

第８日目 平成２９年８月２２日（火） 

 

イグアスの滝（アルゼンチン側）見学 

15：30イグアス空港（IGU）出発（JJ-3624） 

17：25リオデジャネイロ空港（GIG）到着 

ホテル到着（ミラソウ コパカバーナホテル） 

 
 イグアス公園内のトロッコ列車 

第９日目 平成２９年８月２３日（水） 

 

リオデジャネイロ市内見学 

・コパカバーナ海岸 

・マラカナンスタジアム 

・サンボードロモ、メトロポリターナ大聖堂 

・コルコバードの丘（キリスト像） 

・ポンジアスーカル 

 
 コルコバードの丘にて 

  

  

  

  

  



 

１９ 

 

第１０日目 平成２９年８月２４日（木） 

 

02：05リオデジャネイロ空港（GIG）出発（EK248） 

23：05ドバイ空港（DXB）到着 

ホテル到着（ﾋﾙﾄﾝ ｶﾞｰﾃﾞﾝｲﾝ ﾄﾞﾊﾞｲ ｱﾙﾐｭﾗ ｶﾊﾞｯﾄ） 

 

  

第１１日目 平成２９年８月２５日（金） 

 

ドバイ市内見学 

・スパイススーク（市場）、ゴールドスーク 

・アブラ（水上タクシー） 

・ドバイ博物館 

・ジュメイラビーチ、モスク 

・ブルジュ カリファ 

 
 アブラ乗船 

  
スパイススーク ジュメイラモスク 

第１２日目 平成２９年８月２６日（土） 

 

03：30ドバイ空港（DXB）出発（EK316） 

17：40関西国際空港（KIX）到着 

19：00市バスにて国際交流センターへ 

21：00国際交流センター到着、帰国式 

解散 

 

 帰国式 



 

 

 

現地の新聞に掲載されました 

 

【  ニッケイ新聞 (2017年 9月 16 日)より抜粋 】 



 

 

 

日伯協会の会報に掲載されました 

 

 （一財）日伯協会が発行されている会報「O BRASIL」秋号にこの度の青年海外派遣事業が紹介 

 されました。 

 

【  O BRASIL (2017年 10月 31 日号)より抜粋 】 



 

 

 

 加古川市 
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